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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工歯根との嵌合部、歯肉内に配置される部位、及び歯科補綴物に挿入される部位を有
し、前記歯肉内に配置される部位と前記歯科補綴物に挿入される部位との境界にマージン
ラインが形成されるアバットメントを設計する方法であって、
　埋設された人工歯根周囲の歯肉表面の１点乃至４点に設定された基準点と、前記人工歯
根の口腔内側端面と、を結ぶ線上で、かつ、前記マージンラインが配置されるべき位置で
ある高さ測定位置と、前記人工歯根の口腔内側端面との距離をマージンライン高さとし、
前記人工歯根の軸線と前記高さ測定位置との距離のうち、最大のものをマージンライン最
大半径とし、
取り付けられるべきアバットメントの前記人工歯根の口腔内側端部から口腔内側先端まで
の距離をアバットメント高さとし、
前記基準点方向において、前記アバットメントが前記人工歯根の埋入方向の軸線に対して
傾く角度を傾斜角としたとき、
　前記マージンライン高さ、前記マージンライン最大半径、前記アバットメント高さ、及
び前記傾斜角に基づいて、前記アバットメントの形状を決めるアバットメントの設計方法
。
【請求項２】
　基準となるアバットメントの形状データに対して、前記マージンライン高さ、前記マー
ジンライン最大半径、前記アバットメント高さ及び前記傾斜角に基づいて前記基準となる
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アバットメントの形状データを変更して、アバットメントの形状データを得る、請求項１
に記載のアバットメントの設計方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のアバットメントの設計方法により得たアバットメントの形状を
データとしてＮＣ制御の工作機器に送信し、前記データによりアバットメントを加工する
アバットメントの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は歯科用インプラント治療に用いられるアバットメントの設計方法、及びアバッ
トメントの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年において歯を全顎的又は部分的に喪失した場合の治療手段として、機能性、審美性
、操作性等の多くの点で利点を有する歯科用インプラント治療が広く普及している。
【０００３】
　歯科用インプラントは、歯を喪失した部分の顎骨（歯槽骨）に埋入して該歯槽骨に結合
する人工歯根（フィクスチャー、インプラント体等と呼ばれることもある。）、人工歯根
の一端に取り付けられ、口腔内側に突出するアバットメント（支台等と呼ばれることもあ
る。）、及びアバットメントに取り付けて保持される歯牙を模擬した歯科補綴物を備えて
いる。
  すなわち、アバットメントは人工歯根と歯科補綴物とを連結する部材として機能する。
【０００４】
　アバットメントの外形は、円筒に近い筒型や截頭円錐型であり、その直径が人工歯根側
から口腔内側に向けて一旦拡径し、さらに口腔内側に向けてその直径を維持する又は縮径
する形状が一般的である。この人工歯根側において拡径している部分が歯肉内に収まる部
位であり、これより口腔内側となる部位（直径が維持されている部位又は縮径する部位）
に歯科補綴物が固定される。そして拡径する部位と縮径する部位（又は直径が維持される
部位）の境界をマージンラインと呼ぶことがある。
【０００５】
　このようなアバットメントの形状は患者ごとに詳細に決めることができ、近年では例え
ば特許文献１に記載のようにＣＡＤ／ＣＡＭを用いて、アバットメントの大きさ、太さ、
人工歯根との角度、表面の複雑な形状等、患者個人に合った形状のアバットメントを提供
することが可能である。しかし、このようなＣＡＤ／ＣＡＭを用いる場合には、印象採得
から模型を作製し、これを三次元計測してデータ化した上でコンピューターでアバットメ
ントの詳細な設計を行い、最終的な三次元データをＮＣ工作機械に転送して作製するとい
う手順を必要とする。従ってアバットメントを作製するために工程が繁雑で時間がかかり
、設備の投資や維持のコストも大きいという問題があった。
【０００６】
　これに対して特許文献２には、マージンラインを挟んで一方と他方と２部品に分割され
た模型組を用いる技術が開示されている。これは、２部品のそれぞれについて多くの異な
る形状を準備しておき、患者の情報の基づいて最も適切な組み合わせを決め、これに基づ
いてアバットメントを作製する。これによれば、印象採得、模型作製、及び三次元計測等
が必要なく、より簡易で速やかにアバットメントを作製することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－２２４１４２号公報
【特許文献２】特開２０１０－１８７８８４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献２に記載の技術では多くの模型を準備しておく必要があるとと
もに、２つの部品を組み合わせる煩雑がある。一方、組み合わせの煩雑を回避するために
模型の部品の種類を減らすと患者によっては準備されたどの部品を組み合わせても適切な
ものとならないこともある。
【０００９】
　そこで本発明は、より簡易にアバットメントを作製することが可能であるとともに、ア
バットメントの形状は患者の個別の状況に応じたものであるアバットメントの設計方法、
及びアバットメントの製造方法を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　以下、本発明について説明する。ここでは分かり易さのため、図面に付した参照符号を
括弧書きで併せて記載するが、本発明はこれに限定されるものではない。
【００１１】
　請求項１に記載の発明は、人工歯根（２）との嵌合部（１１）、歯肉内に配置される部
位（１２）、及び歯科補綴物（３）に挿入される部位（１３）を有し、歯肉内に配置され
る部位と歯科補綴物に挿入される部位との境界にマージンライン（１０ａ）が形成される
アバットメント（１０）を設計する方法であって、埋設された人工歯根周囲の歯肉表面の
１点乃至４点に設定された基準点（２０、２１、２２、２３）と、人工歯根の口腔内側端
面と、を結ぶ線上で、かつ、マージンラインが配置されるべき位置である高さ測定位置（
２５、２６、２７、２８）と、人工歯根の口腔内側端面との距離をマージンライン高さ（
Ｈ１、Ｈ２）とし、人工歯根の軸線と高さ測定位置との距離のうち、最大のものをマージ
ンライン最大半径（Ｒ１）とし、取り付けられるべきアバットメントの人工歯根の口腔内
側端部から口腔内側先端までの距離をアバットメント高さ（ＨＡ）とし、基準点方向にお
いて、アバットメントが人工歯根の埋入方向の軸線に対して傾く角度を傾斜角（θ１）と
したとき、マージンライン高さ、マージンライン最大半径、アバットメント高さ、及び傾
斜角に基づいて、アバットメントの形状を決定するアバットメントの設計方法である。
【００１２】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のアバットメントの設計方法において、基準
となるアバットメントの形状データに対して、マージンライン高さ、マージンライン最大
半径、アバットメント高さ及び傾斜角に基づいて基準となるアバットメントの形状データ
を変更して、アバットメントの形状データを得る。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載のアバットメントの設計方法により得
たアバットメントの形状をデータとしてＮＣ制御の工作機械に送信し、このデータにより
アバットメントを加工するアバットメントの製造方法である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、蝋型の作製や予め複数の形状の模型組を用意することなく患者特有の
形状を活かしつつ、時間、手間、及び費用の観点からも有利なアバットメント作製が可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】インプラント１の構造を説明する図である。
【図２】アバットメント１０の構造を説明する図である。
【図３】アバットメント１０の製造方法Ｓ１の流れを説明する図である。
【図４】情報取得工程Ｓ１０の流れを説明する図である。
【図５】基準点及びマージンライン高さを説明する図である。
【図６】マージンライン半径を説明する図である。
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【図７】アバットメント高さを説明する図である。
【図８】傾斜角を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の上記した作用及び利得は、次に説明する発明を実施するための形態から明らか
にされる。以下、本発明を図面に示す実施形態に基づき説明する。ただし本発明はこれら
実施形態に限定されるものではない。
【００１７】
　初めに１つの形態のアバットメント１０について説明する。図１はアバットメント１０
が含まれるインプラント１の構造を模式的に表した図である。インプラント１は、人工歯
根２、アバットメント１０及び歯科補綴物３を備えている。
【００１８】
　人工歯根２は、フィクスチャーあるいはインプラント体とも呼ばれ、歯を喪失した部分
の歯槽骨に埋入されてインプラント１の全体を口腔内に適切に固定するための基礎となる
部材である。ここでは公知の人工歯根２を用いることができる。
【００１９】
　アバットメント１０は、その顎骨側（図１では下端側）を人工歯根２に固定され、その
口腔内側（図１では上端側）には人工歯冠等の歯科補綴物３が取り付けられる。すなわち
、アバットメント１０は人工歯根２と歯科補綴物３とを連結する部材として機能する。
【００２０】
　図２にアバットメント１０の外観を示した。図２からわかるように、アバットメント１
０は、人工歯根嵌合部１１、歯肉部１２、歯科補綴物挿入部１３を備えている。
【００２１】
　アバットメント１０は円筒に近い筒状体であり、その内側には人工歯根２に取り付ける
ためのネジが挿入できるように構成されている。一方、アバットメント１０の外形は次の
通りである。
  人工歯根嵌合部１１は、アバットメント１０の最も人工歯根２側となる端部に配置され
て人工歯根２の内側に嵌合される部位であり、図１では人工歯根２に嵌合されている。そ
の嵌合のための形状は人工歯根２の形態によって決まる。
  歯肉部１２は、人工歯根嵌入部１１から口腔内側となる方向に連続して形成された部位
であり、その直径が人工歯根側から口腔内側に向けて拡径するように構成されている。歯
肉部１２は歯肉内に収まる部位である。
  歯科補綴物挿入部１３は、歯肉部１２から口腔内側となる方向に連続して形成された部
位であり、その直径が維持される又は縮径される。本形態では図１、図２からわかるよう
に縮径されている。歯科補綴物挿入部１３を歯科補綴物３に挿入して該歯科補綴物３を固
定して保持する。
  そして歯肉部１２と歯科補綴物挿入部１３との境界にはマージンライン１０ａが形成さ
れている。
【００２２】
　以上のようなアバットメント１０は後述する設計方法、及び製造方法により作製するこ
とができる。
【００２３】
　図１に表した歯科補綴物３は、例えば人工歯冠のように歯列の欠損部を実質的に補う部
材であり、歯牙を模した形状を有しており、歯牙の形状及び質感が再現されている。この
ような歯科補綴物３には公知のものを用いることができる。
【００２４】
　上記説明したアバットメント１０は次のように設計して製造することができる。図３に
アバットメントの製造方法Ｓ１の工程を表した流れの図を示した。図３からわかるように
、アバットメントの製造方法Ｓ１は、情報取得工程Ｓ１０、形状設計工程Ｓ２０、及びア
バットメント加工工程Ｓ３０を含んで構成されている。
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【００２５】
　情報取得工程Ｓ１０は、アバットメント１０を作製するに際してどのような形状とすべ
きかの基礎となる情報を取得する工程である。図４には情報取得工程Ｓ１０の流れを表し
た。本形態では情報取得工程Ｓ１０は、基準点の設定Ｓ１１、マージンライン高さ測定Ｓ
１２、マージンライン最大半径測定Ｓ１３、アバットメント高さ測定Ｓ１４、及び傾斜角
測定Ｓ１５を含む。
【００２６】
　基準点の設定Ｓ１１は、情報を取得するための基準点を設定する工程である。図５に説
明する図を示した。図５（ａ）は患者の顎骨に埋設された人工歯根２を口腔内側から平面
視した図である。従って図５（ａ）には人工歯根２のうちアバットメント１０に嵌合され
る側の端面が口腔内側に露出するように表れている。図５（ｂ）は図５（ａ）を口蓋側か
ら正面視した図である。図５（ｂ）から人工歯根２が歯肉間の底部において顎骨に埋設さ
れていることがわかる。
【００２７】
　基準点は情報取得工程Ｓ１０において情報を得るための基準とする点である。従って、
基準点の数が多い方が患者の口腔内形態の情報を多く含み、アバットメントも患者の口腔
内形態に近づいたものとなる。一方、基準点の数が少ない方が時間及びコストの観点から
利点を有するアバットメントの提供が可能となる。以上のように基準点の数はその事情に
応じて適宜設定することができる。この中でも次の説明するように４つの基準点を取るこ
とにより両者のバランスがよいアバットメントを提供することができる。以下に１つの例
を説明する。
【００２８】
　図５（ａ）からわかるように、本例では埋設した人工歯根２を平面視したとき、該人工
歯根２の軸を中心として歯列方向左側に基準点２０、歯列方向右側に基準点２１、頬側に
基準点２２、及び口蓋側に基準点２３をとった。そして各基準点２０、２１、２２、２３
は、図５（ｂ）に基準点２０、２１について表れているように、各方向における歯肉の頂
点となる部位に設けられている。歯肉の頂点に基準点を設けることにより、基準点の位置
がより正確で明確となる。なお、基準点は、人工歯根２の全周囲に設けられた数で均等に
設定されていることが好ましい。
  本例では上記のように４つの方向を決めたが、必ずしもこれに限定されることなく、例
えば人工歯根２のうちアバットメント１０の嵌合部が嵌合される部位の形状に基づく方向
や、これらの組み合わせ等を挙げることができる。
  また、ここでは歯肉の頂点に基準点を設定する例を挙げたが、基準となる点が決まれば
これに限定されることはない。これには例えば隣接する歯牙を挙げることができる。ただ
し、基準点が人工歯根に近い方が計測誤差を小さく抑えることができるので、ここでは歯
肉の頂点を好ましい部位として説明した。
【００２９】
　マージンライン高さ測定Ｓ１２は、人工歯根２の軸中心と各基準点２０、２１、２２、
２３とを結ぶ線上において、アバットメント１０のマージンライン１０ａが位置づけれら
れるべき場所の人工歯根２の上面からの距離を測定する工程である。より具体的に図５（
ａ）、図５（ｂ）を参照しつつ説明する。
  はじめに基準点２０について考える。図５（ａ）、図５（ｂ）からわかるように、人工
歯根２の軸中心と基準点２０とを結ぶ線上に高さ測定位置２５を設定する。この高さ測定
位置２５は、アバットメント１０を取り付けた際にマージンライン１０ａが配置されるべ
き位置である。マージンライン１０ａの位置は通常の通りに決められ、基本的には歯科医
師により決められる。
  そして図５（ｂ）にＨ１で表したように、人工歯根２の上端から高さ測定部位２５まで
の距離である高さＨ１が測定される。
  同様にして基準点２１について考えると、基準点２１側における高さ測定位置２６によ
る高さＨ２（図５（ｂ）参照）、基準点２２側における高さ測定位置２７による高さＨ３
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（不図示）、及び基準点２３側における高さ測定位置２８による高さＨ４（不図示）をそ
れぞれ得ることができる。
【００３０】
　マージンライン最大半径測定Ｓ１３は、マージンライン１０ａの最大半径を測定する工
程である。図６に説明する図を示した。図６（ａ）は図５（ａ）と同じ視点、図６（ｂ）
は図６（ｂ）と同じ視点による図である。図６（ａ）及び図６（ｂ）を参照しつつ具体的
に説明する。
【００３１】
　ここでは図６（ａ）、図６（ｂ）からわかるように、人工歯根２の軸線と高さ測定位置
２５、２６、２７、２８との距離をそれぞれの基準点におけるマージンライン半径Ｒ１、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４とする。ここでマージンライン半径Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は、例えば
図６（ｂ）に示したように、人工歯根２を軸方向に延長するような部材３０を用いて、そ
の軸中心と高さ測定位置との距離を測定すればよい。
  そして、得られた各基準点２０、２１、２２、２３におけるマージンライン半径Ｒ１、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４のうち最大のものをマージンライン最大半径Ｒとする。ここではＲ１が
マージンライン最大半径Ｒである。
【００３２】
　アバットメント高さ測定Ｓ１４は、図７に表したように、人工歯根２の口腔内側端面か
ら取り付けられるべきアバットメント１０の口腔内側先端までの高さＨＡを測定する工程
である。アバットメント１０の口腔内側先端位置は、歯科補綴物３が適切に挿入できるよ
うに決められる。
【００３３】
　傾斜角測定Ｓ１５は、人工歯根２の軸線に対する設計しようとするアバットメントの軸
線の傾きを計測する工程である。図８に説明するための図を示した。
  ここでは各基準点２０、２１、２２、２３方向におけるアバットメント１０の軸線と人
工歯根２の軸線との傾きを測定する。すなわち、各基準点２０、２１、２２、２３の各方
向において、人工歯根２の軸線が設計しようするアバットメント１０に対してどの程度傾
いているかについて傾斜角θ１、θ２、θ３、θ４を測定する。図８は基準点２０の方向
に関する傾きであり、傾斜角θ１の場合を表している。ここで傾斜角θ１、θ２、θ３、
θ４は、例えば図８に示したように、上記と同様に人工歯根２を軸方向に延長するような
部材３０を用いて、これを人工歯根２の埋入方向として設計しようとするアバットメント
との成す角を測定すればよい。
【００３４】
　情報取得工程Ｓ１０では以上のように情報を取得する。ここからわかるように、情報を
取得する際にはいずれも模型や三次元計測器を用いてのデータ化等を必要しない。従って
情報を取得するための手間が大幅に抑制され、より円滑にアバットメントを作製すること
ができる。また、計測自体も従来の歯科用補綴物を作製する際の手順と同じであり、三次
元計測器等の高価な装置を必要としないので、コストの観点からも利益がある。
  一方で、アバットメントは測定された患者特有の情報から作製されるので、患者の口腔
内形状に適合した形態のアバットメントを作製することが可能である。
  すなわち、本発明によれば、患者特有の形状に所定の範囲で対応しつつも、時間、手間
、及び費用の観点から有利なアバットメントを提供することができる。
【００３５】
　図３に戻り形状設計工程Ｓ２０について説明する。形状設計工程Ｓ２０では、情報取得
工程Ｓ１０で得られた情報に基づき、例えばコンピューターのＣＲＴ画面等の図形表示装
置を用いて図形表示装置上に表示した口腔内形状の三次元グラフィックを基に理想的なア
バットメントの形状となるように設計を行う。
【００３６】
　具体的には、先ず、図形表示装置に基本となる、歯肉部１２の傾きが一定であり、歯科
補綴物挿入部１３の傾きが一定、且つ基準となる高さを有し、マージンラインの高さがア
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バットメント周りで一定である略円筒形状の基準アバットメントの三次元グラフィック表
示を行う。
  そして、情報取得工程Ｓ１０で得られた、基準点の設定Ｓ１１、マージンライン高さ測
定Ｓ１２、マージンライン最大半径測定Ｓ１３、アバットメント高さ測定Ｓ１４、及び傾
斜角測定Ｓ１５からの情報を上記した基準アバットメントに適用して図形表示装置上に三
次元でグラフィック表示する。
【００３７】
　その後、三次元グラフィック上で目的のアバットメントの形状となるように微調整を行
う。このとき、各情報間に、例えば、複数箇所のマージンライン高さとマージンライン最
大半径の数値の組み合わせにより隙間ができた場合等、三次元データとして矛盾が生じた
場合には、エラー表示する設定としておき、操作者がアバットメントの形状を適宜修正可
能としても良い。
  また、矛盾は生じなくとも、切削加工がしやすい形状に微調整することが可能としてお
くことも好ましい。
【００３８】
　その後、コンピューターによる自動処理により設定した材料の大きさと作製するアバッ
トメントの大きさを比較し、設計されたアバットメントが使用する材料より大きい場合は
レストの設定位置を変更するか使用予定である材料をより大きめのものに変更する等の調
整を行う。
【００３９】
　以上のように歯科用補綴物の設計のための条件を決めた後、最終的なコンピューターに
よる自動計算（いわゆるＣＡＤの計算）を行い、その計算結果である設計データはデジタ
ル信号としてコンピューター内のメモリや磁気ディスク、ＭＯ等の外部保存媒体等に蓄積
する。
【００４０】
　アバットメント加工工程Ｓ３０は、形状設計工程Ｓ２０により得られた形状情報からア
バットメント１０を作製する工程である。詳しくは次の通りである。
【００４１】
　得られた形状情報である設計データは、ＮＣ制御の切削・研削加工機に加工指令として
伝達される。その後、作製するアバットメントの嵌合部位と同形状の嵌合部位が予め形成
されている切削用ブロック材料が選択され、自動切削加工機に取り付けられ、カーバイド
バー等の切削・研削具を用いて設計データに基づき切削・研削加工されアバットメントが
作製される。この切削用ブロックの材質としてはチタン合金や焼成前後のセラミックやコ
ンポジットレジン等の材料が好ましく使用される。
  ここでは、嵌合部位が予め形成されている例を説明したが、これに限らず嵌合部位も合
わせて本工程において加工してもよい。
【００４２】
　以上からもわかるように、上記したアバットメント設計方法及びアバットメントの製造
方法により、患者特有の形状を活かしつつ、時間、手間、及び費用の観点からも有利なア
バットメント作製が可能となる。
【符号の説明】
【００４３】
　　１　インプラント
　　２　人工歯根
　　３　歯科補綴物
　　１０　アバットメント
　　２０、２１、２２、２３　基準点
　　２５、２６、２７、２８　高さ測定位置
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